
ぶっびんのば

に対して fi'1J事の全部または一部の履行を委任しまたはL't権を談

波したとき 付) 上記の場合のほか契約の相手方が契約に違反

し ， その i盆反によって契約の Fcl 的を迷することができないおそ

れがあるとき(以上の場合は契約担当役は， いずれも迎約金の

取得手続をする) (力) 契約の相手ブJが正当な事E~I により， 契約

の解除を討i求した とき (判 契約の相手)ïが無能力者となり ，

または失そうしもしくは死亡したため， その法定代理人または

け忠人もしくは相続人から契約の解除を I~'I し出たとき (7) 契

約の相手方のY.ti'1k信用状態がし、ちじるしく低下するか，または

契約の相手方が敏i援の宣告を受けたとき(以上の場合は契約担

当役はいずれも違約金を取得しなL 、 ) \ナ) 契約担当役が国鉄の

都合により，契約の全部または一部について契約を解除する必

要があるとき(このi場合は契約担当役は，契約の相手方が受け

るjl.l';[}の程度に応じてその災'1'(を補償する)。

ス 契約の版行について， 約定 した事項であると否とにかか

わらず疑義を生じた場合の解釈は， 契約担当役は民法その他の

法令の定めるところによって処到 し ， 民法その他の法令の定め

るところによ っ て処理する こ とが闘燥な事的があるときは，契

約当事者間において協議を行いその決定による。(大西照夫)

ぶっびんのばいき伊〈 物品の売却 (恩鉄の)

1 発生liZの受入整理

図欽で使別している物品は物品名称鑑にある品名(乙 ・ 丙極

l~î'JI:/( ，f，' ，を除く)で 4，71 9 品名あり ，各品名ごとに品質形状を計

算するとばく大な数で， その納入制についてみると 955 億円 ，

その他部内で生雌されるものを合せる と]，11 4 f怠 1 ') の多仰とな

っている。これらの物品は物理的消粍品でないかぎり方命が尽

きると用途が廃止されて ， 新品と I反換えられるため古品が発生

する。この発生品のうちまった く filli値のないも の，ま たはその

filli他が保管もしくは処分の経伎を似 うに足りないものは， 鉄道

物品事務規程銃 24 条の 3 項によってl発楽されるが， それ以外の

fillifií'iのあるものはすべて J~訂以品に刺入される。発生品を Iti'íf.&: ，W，

に刺入する湯合，その物が干1J周の見込がある場合は乙fiIlJ~r政A71

に ， また再汗l の見込がないものは丙iju lt:i'放品にそれぞれ編入さ

れるのであるも 内f重i狩政JI，に縦入される湯合に上記の発生品の

ほか， rp f.霊または乙傾lti'紋品が 1呆竹中に不可抗力の原凶で，そ

の価値が低減したものは物品事務規程百円 41 条の処分の手続を

経て編入される場合がある。Iil:l荊1 31 年度の処分'夫総は白~. 1 表

(1.546 ベー ジ) のとおりである。

つぎに渇げる発生♂1は重要撤去品と称して， 乙極1~í1;占 JAに受

入される。① 古レー ノレ類 (22 kg 以上で l 木の長さ 5 m 以上の

もの) ② 古継目板野i (50 kg 用にかぎる) ③ 古ガーダ拶l

(tノ ー ルピーム以外のもの)@ 古転車台 (J~lIIm以外のもの)

⑤ 古シート パイノレ。ただし古レー ノレおよび古縦目板で，はな

はだし く J負傷， わん幽 ， 7[しょく等により部内で使用する見込

のないもの，または古ガー〆， 古転車台および古 γート パ イノレ

は，撤去前に災体調査表を施設局長に提出して，べつに承認を

受けたものについては， 丙I重I昨日主SRIに受入れることになってい

るこ とは特呉な扱いである。

以上のとお り 丙告副作放品は甲 l飯， 乙在Jì J~î' JI:主品のように J\VI入当

時の姿をしておらず， かつIWIJ~が複雑であるので， そのうち車

両，自動車， 機総，被JJ民主事を除いてはだいたい資源名を中心に品

名を定めており ， その品質形状の捻FJlプJについては部内幸11mお

よび売却上の利便を考胞して ， 中央売却品íWl迎区分表 (lil:l和 29 ・

により I jI 簡貯íI;長品のよを基準とする。ただし く ずおiについては
20 

l時!日l iを 115準とすることにな ってるいが， 11寺 filliの算定は各受入箇

所ごとにまたH寺JtJJに より異なるので，司l 務処理上の不使をな く

するために全国統ーした受入lìí慨を定め，指示している。

2 内極Jt:i' il;占品の部内利用

発生した肉極Jt1'"! ïM~. ，W， 中には， 発生前のj刊途には使用できない

が， 11むの汗!J j企には使用可能な場合がある(たと えばレ ー ノレ，継

目板， 犬事J. ~号i被ケ ープノレ， 9~銅くず， 鋳鉄くず等)このよう

な場合は新品を購入するよりも国鉄部内で利用する方が有利で

あるのて~この節の物品は部内利用に優先充当し， なお余俗の

ある場合に部外売却が行われる。

つぎに昭和 31 年度の丙極貯政品(中央売却品)の受払残高状

況を比ると t/!;2 表 (1，546 ベ ー ジ) のとおりである。

災tl{中中央売却品の部内幸11斥j額 229，8p4 千円の内訳について

みるとっきrの とおり で， 普通鋼くずが 1 {立 とな っ ている。

I~m プf ー ダ 8 逮 1 48 千円

自動車 1 丙 17 

i狩古止 < -{ 5,143 t 53,200 

特殊鋼 " 5 t 26 

普通鍛 " 6,685 t 71 ,003 

レーノレ " 687 t 10,316 

)Ä 銅 " 3 t 251 

7!? 銅 " 185 t 23,991 

銅11.1単品 " 117t 4,036 

銅 432 t 52,089 

員i 184 t 14 ,727 

229 ，804 千円

3 丙錨lti' í，主 Jhの ~~去II[茎分

丙組l~r J紋品r.1コ資材局長の売却するものを中央売却品， 地方資

材部長および鉱業所長が売却するものを地方売却品といい地方

資材部長がその先生11を資材事務所長および地方炎材郎W~長所長

に委任したものを委任売却晶といっている。上記繊l郊の長が行

う売却品についてはその迎用をあわせて行うことは当然である。

中央売却品，地方売却品の区分は物品名称鑑によって定めて

あるが， そのほか縫易な物品の売圭11については次の品名に限り

地方炎材部長は現峨峨闘の長に委任することができることにな

っている。

あきびん， 紙くず，ガラス くず， 木および竹 く ず(あき木箱，

あきドラ ムおよび欽道林から発生する校条， まき材，木皮等を含

む)0 &1ï~ くず， くず雑極(たたみ，たたみ表， たたみ床， むし

ろ ， たわら ， かわら，スレート，れんが，土管， 石， 陶磁総製

品， コンクリ ー ト 製品， ベー クライト 製品，廃電球，廃其空管，

のこ くず， かんな くず， セルロイド くず， :/:/〆一，その他く

ず雑留で整辺!する物I111で これらに類するもの)。

なお売tl l物品中， 定自重量またはかさ高等で，用品nlîに戻入す

るにあたり経lJ'i.がかさみまたは作業が困難で，現地で売却する

ことが有罪11 となるものは，と く に現地においたまま苑却を行う

こ と がある。

4 乙極j削減品の売主11

原fIIJ(JtJに売制I ，:TI\は丙磁Jtj'j，成品とな っ ているが，災例な扱いと

して並製撤去品および請願工事に伴なう物品， な らびにと くに

指示をした場合は乙極l削i:N. r~i，のまま売却されている。

この うちおもなものは古レー ルであるが，だいたいにおいて

8・ 11 資計第 3，812 号依命通達)を定め細かに整flJl方を指示して 新品レ ー ノレの投入五1・の約 68-70 % 発生することが統計上切ら

いる。 かにされているが， 交換i時期およ び回数によ っ て次年度へ最終

丙樋J~j' i~主品の受入単価については， 物品IJ~務規程第 51 条注 2 発生時期がまたがる場合がある。
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